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SDGs：研究への課題
SDGsは「持続可能な開発」の研究と政策を結ぶ共通言語：trans-
disciplinarity（超学際）への期待

1. Synergy and Trade-offs
• 課題間のインターリンケージがどうなっているのか？【自然科学的連関】
• 課題間の調整・統合実施にかかる制度的メカニズムはどうなっているのか

（国際・国内制度）？【社会科学的連関】
• 上記2者の相互関係はどうなっているのか？【トランスディシプリナリーな課題】
→SDGsの課題の幅を考えると、研究「プログラム」レベルの課題

2. International-Domestic linkage
• 国際目標と国内実施のリンクはどうなっているか？
• 地方創生等国内（ローカル）実施によるSDGsの機能（ローカルと国際・

長期を結ぶ）やあり方の研究、国際比較等

3. Partnershipsとガバナンス
• SDGsが生み出す新たなパートナーシップ（認証制度、標準、表彰制度な

ど）
• 「目標によるガバナンス」がどのように機能するか？（Kanie and 

Biermann eds. Governing through Goals, MIT Press, 2017)
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2017年度環境白書より
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12.3 2030 年まで
に小売・消費レベルに
おける世界全体の一
人当たりの食品廃棄
物を半減させ、 収穫
後損失などの生産・サ
プライチェーンにおける
食品の損失を減少さ
せる

2.1 2030年までに飢餓を撲滅…
2.2 2030年までにあらゆる形態の
栄養失調を撲滅…
2.4 2030年までに持続可能な食
糧生産システムを確保…

4.7 2030年までにすべて
の学習者が持続可能な開発
を推進するための知識とスキ
ルを獲得…

6.4 2030年までに、全
セクターにおいて水の利用
効率を大幅に改善…

8.2 多様化、技術向上および
イノベーションを通じた高いレベル
の経済生産性を達成…
8.4 2030年までに消費と生
産における世界の資源効率を
漸進的に改善…

9.4 2030年までに資源利用
効率の向上とクリーンな環境に
配慮した技術および産業プロセ
スの導入拡大を通じ、インフラ
の改良や産業の改善…

13.2 気候変動対策を、国家
の政策、戦略および計画に組み
込む

17.14 持続可能な開発のための政策
の一貫性を強化…
17.16 マルチステークホルダー・パート
ナーシップを促進…
17.17 効果的な公的、官民、市民社
会のパートナーシップを奨励・推進…

12.2 2030年までに天然資
源の持続可能な管理および効
率的な利用…
12.5 2030年までに予防、リ
デュース、リユース、リサイクルによ
り、廃棄物の発生を大幅に削
減…

具体的課題解決には多くのSDGsが相互連関
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地球システム維
持に必要な要素

ミレニアム開発
目標（で積み残
した）課題

統合型
持続可能な開発目標

ここに位置する
のが統合目標
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国際的研究連携のプラットフォーム
【目的】

• 地球環境の変化に伴い地球が直面している危機に対応
• 地球規模課題を解決
• 持続可能な社会への転換
【活動】

• 科学の統合 (人文社会科学・自然科学の連携・統合）

• 社会との智の共創と共有
(社会のステークホルダーとの超学際的連携・協働）

コ・デザイン、コ・プロダクション、コ・デリバリー

• FEのプロジェクト同士、FE外の既存の関連プログラムやプロ
ジェクトとのネットワーク構築、協働、情報交換の場を提供


